
機械航空宇宙工学特別実験

大学院機械航空宇
宙工学特別講義

機械航空宇宙工学特別演習
機械航空宇宙工学

特別研修
1-A, 2-A, 3-A

機械航空宇宙工学
特別研修

1-B, 2-B, 3-B

全
分
野
共
通

機械航空宇宙工学とその関連分野に関する幅広い知識を修
得し、修得した機械航空宇宙工学とその関連分野に関する
幅広い知識と、機械航空宇宙工学に関する高度な専門的知
識と技術を基に、科学技術のみならず社会における多様な
情報の収集と論理的な分析を行い、その結果得られた情報
や課題を社会に対し発信するとともに、課題を適切に解決す
るための実践的能力

必修科目 選択必修科目 選択科目

生体医工学特論

知能機械学特論 機械情報学特論

機械材料評価学特論

複合材料プロセス学特論 複合材料プロセス数値解析特論

複合材料・構造力学特論

微細加工デバイス特論微細加工プロセス特論

航空宇宙機設計特論

航
空
宇
宙
工
学
分
野

機械航空宇宙工学に関する基礎知識を盤石なものとし、さら
に高度な専門知識と技術を修得することにより、科学・技術
が直面している課題を理解することができる能力

高速空気力学特論

衛星力学特論

推進工学特論

燃焼工学特論

機械航空宇宙工学に関連した機械・複合材料に関する基礎
知識を盤石なものとし、さらに高度な専門知識と技術を修得
することにより、科学・技術が直面している課題を理解するこ
とができる能力

振動学特論 応用音響学特論

機械航空宇宙工学における設計・加工に関する基礎知識を
盤石なものとし、さらに高度な専門知識と技術を修得すること
により、科学・技術が直面している課題を理解することができ
る能力

機械要素特論

流

体

力

学

・

熱

工

学

分

野

流体力学に関する基礎知識を盤石なものとし、さらに高度な
専門知識と技術を修得することにより、科学・技術が直面して
いる課題を理解することができる能力

熱流体数値解析法特論 乱流力学特論

熱流体理論解析法特論

熱工学に関する基礎知識を盤石なものとし、さらに高度な専
門知識と技術を修得することにより、科学・技術が直面してい
る課題を理解することができる能力

伝熱工学特論 混相熱流体力学特論

設計特論

機
械
力
学

、

設
計
・
加
工
学
分
野

機械力学に関する基礎知識を盤石なものとし、さらに高度な
専門知識と技術を修得することにより、科学・技術が直面して
いる課題を理解することができる能力

生体機械学特論

材
料
力
学
・

材
料
分
野

材料力学に関する基礎知識を盤石なものとし、さらに高度な
専門知識を修得することにより、科学・技術が直面している
課題を理解することができる能力

非線形連続体力学特論 連続体力学特論

破壊力学特論 弾性力学特論

有限要素法特論

機械航空宇宙工学に関連した材料学に関する基礎知識を盤
石なものとし、さらに高度な専門知識と技術を修得することに
より、科学・技術が直面している課題を理解することができる
能力

機械航空宇宙材料工学特論

分
野

科目群で身に付ける能力
修士課程1年次/学部４年先行履修 修士課程１・２年次 修士課程１・２年次

前期 後期 前期 後期

公開日「2026年4月1日」

創域理工学研究科 機械航空宇宙工学専攻

人材養成等に関する目的 カリキュラム・ポリシー

機械航空宇宙工学専攻は、機械航空
宇宙工学の先端領域を目指す研究を
行い、社会からの要請に応えるととも
に、研究を通じて、幅広くかつ高度な
専門知識をもち、新しい情報をいちは
やく取り入れて総合的に技術革新を
先導できる人材を育成する。
（理工学研究科細則第3条（9)）

1．修士課程においては、学士課程で養った教養、基礎学力、専門知識を基礎として、さらに「専門科目」「一般教養科目」「研究指導」により、機械航空宇宙工学専攻が定める目的を実現す
るための教育課程を編成する。
（1）「専門科目」では、より高度な専門的知識を身に付けるため、特論、実験、演習等の授業科目を重点的・効果的に配置する。
（2）「一般教養科目」では、幅広くかつ深い学識を涵養する授業科目、倫理観・国際性・コミュニケーション能力等を養う授業科目を配置する。
（3）研究指導の過程では、国内外の文献の調査、指導教員等研究者との議論、国内外の学会等での発表、学術論文の発表等を行うことを通して、自身の研究成果を正確かつ効果的に表
現する力、専門性を要する研究開発力、及び課題解決力を高め、研究者又は高度職業人として国内外で国際的な視野を持って活躍できる能力を育成する教育を行う。
2．博士後期課程においては、修士課程等で養った高度な専門的知識や研究開発能力を基礎として、さらに「研究指導」「一般教養科目」により機械航空宇宙工学専攻が定める目的を実現
するための教育課程を編成する。
(1)研究指導の過程では、国内外の文献の調査、指導教員等研究者との議論、国内外の学会等での発表、学術論文の発表等を行うことを通して、自身の研究成果を正確かつ効果的に表

現する力、専門性を要する研究開発力、及び課題解決力を高め、専門分野に関して自立した研究者又は高度職業人として、国内外で国際的な視野を持って活躍できる能力を育成する教
育を行う。
(2)「一般教養科目」では、自立した研究者又は高度職業人として研究開発を遂行していくために必要な深い学識と倫理観、汎用的能力を涵養する授業科目を配置する。

科目系統図

※人材育成に関する目的：https://www.tus.ac.jp/about/graduate_school/purpose/
※卒業認定・学位授与の方針, 教育課程編成・実施の方針, 入学者受入れの方針：https://www.tus.ac.jp/about/graduate_school/policy/

https://www.tus.ac.jp/about/graduate_school/purpose/
https://www.tus.ac.jp/about/graduate_school/policy/
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